
ＮＯ．１

1

2

5

6

8

9

平成 年度

平成 年度

平成 年度
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●

昨年度の山岳遭難救助現場への出動回数を教えてください。 回　　　

救助を担当する山岳エリアを教えてください。

例）北アルプス立山連峰 等

自信がない　・　普通　・　自信がある

回答欄

「３」で自己評価した基準を書いてください。

登山装備を個人的に所有していますか。 あり　　　・　　　なし

7

「５」で「あり」と答えた方は所有している装備に〇をつけてください。 登山靴　・　登山用ウェア　・　登山用ハーネス

10日未満　・　10～20日　・　21日以上

ロープワークのレベルを自己評価してください。
（※ロープの結束、フィックスロープ工作、チロリアンブリッジの設置等）

3

4

以下の質問に対して選択肢があるものは「〇」をつけて、そうでないものは記述して回答してください。

質問 回答欄

あり　　　・　　　なし登山経験の有無について教えてください。（山岳訓練等も含む）

「１」で「あり」と答えた方は年間の登山日数を教えてください。

別紙　３

　令和６年度　山岳遭難救助研修会参加者登山経歴書

ふりがな
氏　　　名

年齢
（９月1日現在）

役職勤務先等

いいえ

研修会参加後は所属クラブ等への伝達講習を実施していただきます。
伝達講習の実施状況について、追跡調査（郵送によるアンケート形式）に回答いただけますか。

研修会・講習会
参加歴

有

担当するエリアの昨年度の山岳遭難発生件数を教えてください。

研修会・講習会

研修会・講習会

他の団体・組織等主催
研修会・講習会

件　　　

研修会・講習会

無

当研修所主催

はい



（注）記入方法は箇条書きでも記述形式でも結構です。

1 あなたがこの研修会に参加する目的を簡潔に記入してください。

・

・ 山岳救助の指導者、指導者候補としての目的

2 あなたが所属する組織について（規模、人数、構成、伝達講習の対象　等）記入してください。

3 あなたの所属する組織で行われる山岳救助の訓練内容を簡潔に記入してください。

4

5

※　参加申込者から取得した個人情報については、利用目的の範囲内で適切に取り扱います。

(裏面　ＮＯ．２に続く）

ＮＯ．２

その他、意見希望等あれば記入してください。

あなた個人としての目的

あなたが研修会に参加して、研修会の参加者同士で話し合ったり、意見交換したいテーマ、解決した
い疑問点などを記入してください。（組織、救助技術、救助機材など）


